
（別紙４）

オルオルネクストかべ
公表日 2026年3⽉1日

利⽤児童数 36人 回収数 23人

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

17 4 2

子ども達の体格がまちまちなので、
もう少し広いほうがいいのかな・・・
と思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

22 1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

23

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

23

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

23

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

23

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

23

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移⾏支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。 22 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が⾏われていると思いますか。

22 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

22 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

22 1

数多くの交流は難しい⾯もあると
思いますがこれからも期待したいです。

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、支援プログラム、利⽤者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

22 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

23

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。

19 2 2

・少しずつ機会が増えていると思います。
・予定が合わずまだ参加したことない
ですが次回は参加したいです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

23

子供から出来事を教えてくれる事が
ないので放デイからの様子や内容が
情報となって助かります。

集団で活動をしているため日々の清掃の他にも玩具
や送迎⾞内などはアルコール消毒をして感染症対策
に取り組んでいます。室内はこまめに換気を⾏い、
湿度や乾燥、室内温度を調整しながら心地よく過ご
せる環境整備に努めています。
保護者様との⾯談や送迎時の引き継ぎなどから児童
様の様子を聞き取らせて頂き、児童様の課題に合わ
せて支援目標を設定し支援に取り組んでいます。
日々の活動においても児童様の様子を⾒ながら課題
を分析し、専門的な視点で支援を⾏っています。

事業所が公表している支援プログラムに基づいて支
援しています。実際に提供している支援プログラム
が変更になる場合は事前に保護者様へご連絡させて
頂いております。

児童様を支援する上で、保護者様と半年に１回の⾯
談を⾏い子どもと保護者様のニーズや課題の確認を
させて頂いております。⾯談の際は保護者様の悩み
や支援の方向性、発達段階の共有をお聞きしながら
分析し、サービス計画の作成に努めております。

環
境
・
体
制
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備
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切
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提
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令和６年４⽉より、支援計画に本人支援、家
族支援、移⾏支援の支援内容を記載させて頂
いてます。支援内容を⾯談時にお話しさせて
頂き、保護者様に確認、同意を得ながら支援
を⾏っております。
本人支援として、個別支援計画の明確化と目標の設
定を⾏い、特性や状況に応じた適切な支援を⾏って
います。家族支援として、保護者様への情報共有と
相談・連携・家庭での支援や対応方法をサポートを
⾏っています。移⾏支援として将来を⾒据えた計画
の設定や必要な準備、他の支援機関との連携、移⾏
進歩の確認と定期的な計画の修正を⾏っています。
今後も放課後等デイサービス計画に沿った支援に努
めます。
平日は日替わりのプログラムを提供しています。提
供プログラムは曜日ごとで固定されていますが、毎
回同じ内容にならないよう従業員で振り返りを⾏い
ながら児童様の発達に合わせ、内容を設定させてい
ただいています。⼟曜日や学校休校期間は調理実習
やお買い物体験、外出体験など児童様に様々な体験
や活動をして頂き、生活の中でスキルとして役⽴た
せられるよう活動を設定しています。
毎週⽕曜日に学童児童との交流プログラムを実施し
ています。関わりやすいようアナログゲーム活動や
レクリエーション活動を取り⼊れながら交流の機会
を設けています。屋外活動では、近隣の公園で地域
のお子様と積極的に関わり、⼀緒に遊びながら交流
する機会を設けています。

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

基準の⾯積と基準の児童人数となっております。児童様が
安心して活動できるよう室内は構造化しております。遊び
やプログラム活動などの場⾯に合わせ、机の配置変更、
パーテーションを使⽤し、活動スペースが十分に確保でき
るよう取り組んでおります。

員や保育士等の専門職(有資格者)の職員が配置され
ています。個別度合いにより児童様が安全に過ごせ
るよう職員の配置数を増やしながら支援をさせて頂
いています。

室内は床マットの⾊を変え、⾏動する場所を児童様
が把握しやすいよう構造化しております。活動予定
は視覚的に理解しやすいようホワイトボードでスケ
ジュール化し掲示しています。⼊り口に手すりやス
ロープ滑り⽌めマットを設置し、安全に配慮してお
ります。

⾒学時や契約時に支援の内容や利⽤者負担について
ご理解いただけるように説明しています。今後もわ
かりやすく丁寧な説明をするよう努めます。

定期的に保護者様と⾯談を⾏い、個別支援計画を示
しながら個々の特性と成⻑段階、支援目標の進歩や
⾒直しについて説明しております。

半年に⼀度、保護者様同士の連携を目的として茶話
会や親子体験を実施しております。令和８年３⽉の
茶話会にて保護者様に向けテ障害特性や支援方法に
ついて研修を⾏う予定です。保護者様同士が集ま
り、児童様の様子を⾒たり、⼀緒に体験して頂く機
会を設けながら、ご家族の皆様と共に支援をしてい
けるよう努めます。
状況をお伝えさせて頂いています。児童様を支援す
る上で保護者様とお子様の健康や発達状況の共通理
解に取り組むことを⼤切にしています。今後も児童
様の状況をお伝えしながら共通理解に努めます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



16 定期的に、⾯談や子育てに関する助⾔等の支援が⾏われていますか。

21 1 1

送迎時は先生方もご多忙でなかなかお話できる機
会がないので、もう少しこまめに⾯談をして
いただけると安心できるかと思います。
・⼊ったばかりで⾯談がこれからなので。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

23

18

父⺟の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 18 1 4

保護者会では⾊々なお話を聞けて
参考になります。兄弟同士の交流は
難しい⾯もあると思いますが
新しい支援にて交流が増えることを
期待したいです。

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 22 1

定期⾯談以外でも、悩みや疑問に
すぐに対応して頂けます。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

23

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

22 1

・利⽤日は帰宅後すぐに写真つきの
コメントが読めるので、とても分かりやすいで
す。
・毎回活動報告の写真とコメントがいただけて、
お便りもハグより配信されるので助かっていま
す。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

23

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

20 2 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が⾏われていますか。

22 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に⾏われた上で支援が⾏われていると思いますか 。

21 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

22 1

事故などが起きたことが無いので
わかりません。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

23

・⾏きたくないと⾔ったり、⾏き渋りもなくなり
ました。
・先生方との信頼感を築けているので、どの先生
でも安心できている様子が⾒られます。
・安心しているので事業所でも素の姿が出ている
のを感じます。
・安心できる場所で活動できて安心しています。
いつもありがとうございます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

23

アナログゲームの日も運動の日も楽しみにしてい
ます。アートも好きなように作れるので楽しかっ
たと⾔っていました。
・様々なプログラム活動を組んでいただいている
ので、どの日に⾏くにも楽しみにしています。
・毎回楽しみにしています。特に⼟曜日のイベン
トの時などは楽しみなようです。

29 事業所の支援に満足していますか。

23

気持ちの切り替えが上手になったり、自分の気持
ちを⾔えるようになってきました。まだ支援が必
要な部分が多々ありますが、これからも利⽤させ
ていただきたいと思います。
・日々の支援⼤変感謝しております。子ども達の
ことを第⼀に考えてくださる思いがよく伝わりま
す。⼟曜日は様々なイベントを⽤意してくださ
り、どのイベントに参加しても必ず「楽しかっ
た︕」と子どもはいつも⾔ってます。
・いつも親子共に助けて頂いています。オルオル
のおかげで学校生活も充実しています。

児童や保護者様の困りごとや悩み、不安や心配事等
に寄り添い、共感しあいながらサポートが出来るよ
う努めています。また、その内容を職員間でも共有
し、共感を持った支援、療育が出来るよう取り組ん
でいます。半年に⼀度、保護者様同士の連携を目的

として茶話
半年に⼀度、保護者様同士の連携を目的として茶話
会や事業所公開を実施しています。親子レクリエー
ションやオルオル体験のイベントも実施し、保護者
様のみではなく、ご家族の皆様も参加して頂き、ご
兄弟同士でも交流して頂ける機会を設けました。今
後もご家族の皆様と交流する場を設け、ご家族への

緊急時のLINEを活⽤し、活動内容はホームページ
に掲載しています。その他に保護者様へサービス提
供記録にて児童の様子をお伝えしております。保護
者様の混乱がないよう、専門的な話は児童発達支援
管理責任者が個別で対応し、その日の様子について
は送迎時の各指導員からお伝えさせて頂いていま
す。今後も保護者様との意思疎通が図れるよう情報

日々の支援、活動の様子が伝わるように随時ホーム
ページで活動内容を配信しています。また定期的に
児童様の写真をお渡しして、事業所で過ごしている
様子を知って頂けるよう情報発信をしています。自
己評価については集計後にホームエージに公表して
おり、保護者様へ公公開した旨をお伝えしておりま

児童やご家族のご相談に対応できるよう個別の⾯談
を設けています。また、定期的に保護者様と⾯談を
⾏うとともに、送迎時の対応や電話での相談等の対
応もしています。⾯談の際や連絡帳等でいつでも相
談を受け付けている旨をご説明しています

ホームページの活動情報は児童様の名前や顔が公開
されないよう写真を加工し、個人情報に十分注意を
しております。職員にも個人情報の取扱いに留意す
るよう周知しています。今後も法令を尊守しながら
個人情報の保護が保てるよう留意していきます。

事業所⼊口が路上に⾯しているため不審者に対して
の防犯対策として⼊口の鍵は常に施錠しています。
感染症対策や緊急時対応を各委員会で職員へ研修を
したり安全計画・防災マニュアルを周知し、発生を
想定して訓練に取り組んでいます。保護者様には契
約時にご説明していますが、更なる情報周知が図れ
るよう活動記録等にも記載しながら取組んでおりま
す。

消防法の基準通り、定期的に児童様と⼀緒に避難訓
練を実施しています。避難訓練だけでなく、停電時
の体験も取り⼊れ、様々な事態を想定し訓練をして
います。職員は救命講習も受講しております。
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いつもオルオルネクストかべの運営・支援へご理解
とご協⼒を頂きありがとうございます。保護者様と
共に児童様の課題や成⻑と向き合いながら支援をさ
せていただいています。児童様の苦手な取り組みに
は丁寧にサポートしながら、苦手なままにせず、
チャレンジする気持ちに寄り添い意欲へと繋げられ
るよう取り組んでいます。また児童様やご家族の皆
様の悩みや不安等にも寄り添い、共有させて頂きな
がら今後も質の⾼い療育に努めて参ります。

事業所で事故等が発生した場合は速やかに保護者様
や必要であれば医療機関へご連絡させて頂いていま
す。発生した際の状況や時間、対処方法などの詳細
もご説明させて頂いています。

児童様が安心して通えるよう構造化、視覚的
なスケジュール提示、過ごしやすい環境整
備、指導員た他児童との関係性構築に努めて
います。活動前のルール提示や、振り返り等
も働きかけながら安心に繋がるよう工夫して
います。

児童様が楽しく通えることから支援がスタートする
と考えております。そのため児童様の興味感心を取
り⼊れながら様々なプログラム活動、イベント体験
を⾏っております。活動や他者との関わりを通して
感じた気持ちを⼤切にし、児童様の発達のサポート
が出来るよう心がけております。

児童様の安全を第⼀に考え、適正な職員人数を配置
し支援しています。安全を確保するためにヒヤリ
ハットを活⽤し、職員へ周知し未然に防げるよう改
善を図る取り組みをしています。計画については保
護者様に情報周知が図れるよう努めます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

半年に⼀度保護者様と⾯談を⾏っています。⾯談以
外にも連絡帳に記⼊して頂いたご相談や、お電話や
送迎時でのご相談等も対応しています。


